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令和３年度 事 業 報 告 
 

 

１．会 議 報 告 

（１）理 事 会 

   ①第１回理事会 （書面理事会） 

日  時  令和３年５月７日（金）・・・議案提出日が開催日 

場  所  書面理事会 

議  題  〇令和２年度事業報告の承認について 

〇令和２年度計算書類等の承認について 

〇令和２年度公益目的支出計画実施報告書の承認について 

〇令和２年度監査報告の承認について 

〇定時評議員会の招集〔書面協議〕について 

＜５月１３日議決：理事１１名～全員承認＞ 

  ②第２回理事会 （書面理事会） 

日  時  令和２年１０月４日（月）・・・議案提出日が開催日 

     場  所  書面理事会 

     議  題  〇令和３年度第２回評議員会の招集について 

＜１０月１２日議決：理事１１名～全員承認＞ 

   ③第３回理事会 

日  時  令和３年１０月２９日（金） 午前１１時００分～ 

     場  所  開陽丸青少年センター２階 研修室 

     議  題  〇書面決議による第２回理事会開催の結果報告について 

〇代表理事の職務執行状況の報告について 

           〇令和３年度上期業務報告について 

＜１０月２９日議決：出席理事１０名～全員承認＞ 

   ④第４回理事会 （書面理事会） 

日  時  令和４年２月２０日（日）・・・議案提出日が開催日 

     場  所  書面理事会 

     議  題  〇令和３年度第３回評議員会の招集について 

＜３月１日議決：理事１１名～全員承認＞ 

   ⑤第５回理事会 

日  時  令和４年３月２５日（金） 午前１１時００分～ 

場  所  開陽丸青少年センター２階 研修室 

     議  題  〇書面決議による第４回理事会開催の結果報告について 

〇令和４年度事業計画について 

〇令和４年度収支予算について 

＜３月２５日議決：出席理事９名～全員承認＞ 

 

 



（２）評 議 員 会 

   ①定時評議員会 （書面評議員会） 

日  時  令和３年５月２１日（金）・・・議案提出日が開催日 

場  所  書面評議員会 

議  題  〇令和２年度事業報告について 

〇令和２年度公益目的支出計画実施報告書について 

〇令和２年度監査報告の承認について 

〇令和２年度計算書類等の承認について 

＜５月３１日議決：評議員１１名～全員承認＞ 

   ②第２回評議員会 

     日  時  令和３年１０月２９日（金） 午後１時３０分～ 

     場  所  開陽丸青少年センター２階 研修室 

     議  題  〇書面決議による第２回理事会開催の結果報告について 

〇代表理事の職務執行状況の報告について 

           〇令和３年度上期業務報告について 

＜１０月２９日議決：出席評議員７名～全員承認＞ 

   ③第３回評議員会 

日  時  令和４年３月２５日（金） 午後１時３０分～ 

     場  所  開陽丸青少年センター２階 研修室 

     議  題  〇書面決議による第４回理事会開催の結果報告について 

〇令和４年度事業計画について 

〇令和４年度収支予算について 

＜３月２６日議決：出席評議員７名～全員承認＞ 

 

 

 

２．業 務 報 告 

（１）開陽丸記念館 

   ①入館者の状況 

令和３年度においても、『新型コロナウイルス感染』の更なる拡大により、北

海道では「５月１６日から６月２０日まで」及び「８月２７日から９月３０日まで」の二度

にわたり『緊急事態宣言』が発令され、その前後も『まん延防止等重点措置』

も発令されたところであります。 

また、強い感染力を有する「オミクロン株」が例を見ないスピードで進んでお

り、「令和４年１月２７日から３月２１日まで」を期間とする北海道全域を対象とし

た『まん延防止等重点措置』も発令されており、檜山管内のみならず江差町に

おいても感染者が確認されているところです。 

このような状況下でありましたが、「マスク着用」「手指消毒」「ゼロ密」等々の

「感染防止対策」をした上で『開陽丸記念館』を開館して参りましたが、人流が 

 



抑制されたものと推察され入館者数の回復には至っておらず、最終的には入館

者数・入館料ともコロナ初年度の前年とほぼ同数となりました。〔「資料１」参照〕 

      ◆入館者数・・・１０，５７６人 （前年対比１４４人減：１．３％減） 

      ◆入 館 料 ・・・４，３５１，０００円 （前年対比２５１，５７５円減：５．５％減） 

   ②小中学校の地域学習に伴う入館状況 

修学旅行・研修旅行で来館した小中学校は１３校・５４．２パーセント増の３７校

となり、中でも道外３校・函館圏以外の道内５校が新たに来館するなど、一筋の

光が見えて参りました。なお、入館者数は３７校（同一学校の複数日来館はダブルカウ

ント）で１，７６７人となり５２．９パーセントの増となっています。〔「資料２」参照〕 

   ③ガイド等実績 「新型コロナウイルス感染拡大防止」から中止（体験コーナーも同様） 

   ④感染症防止対策 

「マスク着用」「手指消毒」「ゼロ密」「飛沫感染対策」等々を行いながら、適切な

『感染症防止対策』を継続しての運営 

 

（２）誘致宣伝活動 

   ①函館･渡島･檜山及び青森県内の小中学校に対し誘致宣伝活動 ２６１校 

      〇令和４年２月２８日付 郵送による誘致宣伝 

〇小 学 校：函館市４４校・渡島管内４２校・檜山管内１７校・青森県内６１校） 

〇中 学 校：函館市２４校・渡島管内１９校・檜山管内 ８校・青森県内３４校）  

〇そ の 他：七飯養護・七飯養護おしま学園分校・岩見沢高等養護・今金高等養

護の４校の他に函館圏域外の中学校８校 

②例年実施していた「首都圏観光誘致宣伝事業」「定期観光バスの立寄り継続要請」は、

「新型コロナウイルス感染拡大防止」から実施を見送り。 

 

（３）青少年研修事業 

『新型コロナウイルス感染』が懸念されていたところですが、「密」を軽減できる事業

として「クイズで開陽丸をもっと知ろう事業」「オランダ展」を規模縮小しての実施を行

ってきました。 

   〇クイズで開陽丸をもっと知ろう事業 

・・・小５～中３を対象に「５月１～５日に３４名参加」「８月１～１５日に３６名参加」 

   〇オランダ展・・・通年展示：開陽丸記念館地階の空スペースにパネル展示 

 

（４）施設の維持管理 

   ①補修・修繕 

      〇管理棟窓枠破風改修工事 ７１５，０００円 

      〇管理棟屋根淀金物補修工事 ６３２，５００円 

      〇浄化槽自動微細目スクリーン修繕 ４０７，０００円 

      〇記念館消防設備不良箇所修繕工事（４項目） ６５７，８００円 

 

 



   ②業 務 委 託 

      〇開陽丸記念館劣化状況調査委託 ５，３９０，０００円 

      〇記念館・管理棟委託業務 

・・・施設警備委託・産廃収集委託・特別清掃委託・保守点検６件 １，５３３，７３０円 

      〇マリーナ委託業務・・・浄化槽保守点検・施設内砂除去及び清掃 １８８，９５０円 

 

（５）江差港マリーナ指定管理業務 

「江差港マリーナ施設」の利用状況は、ここ２年での釣果が好調であったことから「一

時利用者」が増えていましたが、中でも「月額利用」から「年額利用」に変更となるケース

が多くなったことで、「利用料金」も増額となっております。 

その状況は、「年間使用許可隻数６７隻」「使用料収入５，３００，２３３円」となり、月額・

日額・その他を含む一時利用は、「許可隻数（件数）１７３件」「使用料収入２７５，７３２円」と

なり、総計では「２４０隻（件数）」「５，５７５，９６５円」となったところです。 

〔「資料３」参照〕 

 

（６）江差町受託事業の実績 

   ①江差町観光情報総合案内所運営事業 

問合わせ件数 １，１６５件 

・・・・（１）観光情報８１１件・（２）エージェント対応１０件・（３）ガイド１３件・ 

（４）車いす等借用６３件・（５）その他（アンケート対応等）２６８件 

   ②観光バリアフリーレジャー用品貸出事業 申請２０件・貸出２９台 〔「資料４」参照〕 

      〇電動アシスト付自転車 ２７台 

      〇車 い す  ２台 

 

（７）開陽丸記念館「劣化状況調査」 

「開陽丸記念館劣化状況調査」については、健全度評価を行い施設の長寿命化を諮

るための計画的な施設修繕・保全の基礎資料とすることを目的として、４月２６日に

「調査委託業務契約」を締結し、３月２５日に完了届の受理により完了した。 

   〇船体コンクリートの「材質調査」 

      「圧縮強度試験」「中性化試験」「塩化物イオン含有量試験」の結果から、コンク

リート内の鉄筋に悪影響を及ぼすことはないことから、「健全な状態」であると

言う調査結果である。 

   〇マストの「材質調査」 

      「残存板厚測定」「引っかき試験」の結果から、塗膜は十分に表面強度があり現

状では耐えられる状態ではあるが、「放置して置くと板厚減少は更に進む」と言

う調査結果である。 

   〇全体的は、「発錆による減肉」「著しい腐食」「浮き」「剥離」「ひび割れ」等が認められ、

これ以上進行しないよう補修は必要と考えられる。 

 

 


